
　今年は新型コロナウイルスのこともあり、若干遅れますが「コミわか土曜朝市」を 8月 1日か
ら 12月 5日まで毎週“土曜日”に開催いたします。また、今年はお花市を 8月 11日（火）に
特別に開催する予定です。

　ちょっとお休み頂けるお茶のみコーナーも常設する予定で
す。（但し、新型コロナウイルス対応もあり開催方法は検討中
です。）
　また、毎月第4土曜日に、クラフト市（手工芸・木工・陶芸・
皮革など）も併設します。
　これまでどおり、雨天の場合は翌日曜日に順延といたします。

⑴　農産物などを出店したい方
⑵　スタッフとして参加したい方
⑶　クラフト品を出店したい方

コミわか事務局 266-0034
「コミわか土曜朝市の会」まで、
お問い合わせください。
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私たちが、
変えます。
創ります。
協働参画社会。
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（積極的にご参加ください）今後の行事予定今後の行事予定
行　　　事　　　名 月　　日 時　　間 場　　　　　　　所 関連部会等

ぴっかり教室「大人のラジオ体操」 6月24日（水） 10時～11時30分 コミュニティセンター　大会議室 健康部会
お母さんの何でもトーク（保育士さんと遊ぼう） 6月26日（金） 10時～12時 コミュニティセンター　三登山ホール 民児協・福祉部会
ホタルウィーク 土京川ホタル観賞路 自然環境部会
若槻地区住民集会 コミュニティセンター　体育館 人権教育部会
若槻子ども文庫おはなし会 7月10日（金） 10時30分～12時 コミュニティセンター　三登山ホール 福祉部会
若槻ジュニア体験広場 7月12日（日） 9時10分～11時45分 コミュニティセンター 青少年部会
※コミわか行事等で撮影した写真は、コミわか広報活動に使う場合があります。

　本年度 7月 12日（日）に開催を予定していましたジュニア体験広場ですが、新型コロナ
ウイルス感染拡大予防とその準備体制を改めて検討するため、開催を延期いたします。
　新しい日程が決まり次第、改めてご案内させていただきます。何卒ご理解のほど、よろ
しくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（青少年部会）

今年も８月から毎週土曜日に開催します。今年も８月から毎週土曜日に開催します。
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ジュニア体験広場ジュニア体験広場
開催延期のお知らせ開催延期のお知らせ

出店者募集

スタッフ募集

クラフト出店募集

若槻地区住民集会の延期について若槻地区住民集会の延期について
　7月に予定していた必須事業でもある若槻地区住民集会は延期とします。住民集会は例年 100人を超す出席があり、何人
かの小中学生も参加するなど、様々な課題もあることから、中止も含め慎重に検討を進めてまいります。計画が固まり次第、
改めてご案内いたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人権教育部会）

　毎年、6月号にホタルウイークの詳細な開催案内を載せて
いましたが、中止となった今年は、コミわかが実行委員会方
式で取り組むこととなった経緯や位置付け、考え方などをお
話しさせて下さい。
　他の多くの地域でホタルは、人集めのための観光的な発想・
視点から行事やイベントが実施されているのが実情です。コ
ミわかでは『ホタルを通して若槻の豊かな自然に目を向け、
環境保全の大切さを理解してもらうための環境学習、体験、
啓発の場』と考えており、皆がホタルを通じて環境保全の大
切さに気づくきっかけになればと、まずは皆でホタルを見よ
うと始まったのが「ホタルウイーク」です。
　この活動を通じて、①ホタルと共に暮らす「ホタルの里づ
くり」、②ホタルは環境のバロメーターという住民意識の醸
成、③土京川、浅川はじめ若槻地区内の各河川にホタルが自
生していることを知り、ホタルが生息できる環境を地域が一
丸となって守り続ける活動をし、地域の結びつきも深めるこ

とが出来ればとの思いで、活動を担うホタルサポーターズク
ラブを作り、毎年スタッフとして各部会や協力団体も参加す
る実行委員会方式で実施してきました。
　土京川に乱舞するホタルは圧巻です。ホタルウィークに見
学に来られた方々やスタッフとして参加した人たちが、夜空
に舞うホタルを見てキレイだったで終わらずに、この環境を
残したいと思い一人でも多くの方が保護保全に参加頂けたら
と思います。
　若槻地区にお住まいの皆さんに改めてお願いがあります。
　土京川以外でも域内の河川には多少の違いはあってもホタ
ルは棲息しています。各河川の流域で源流から下流まで周辺
の田畑、住宅街で、空気を汚さない、水を汚さない、土を汚
さない生活スタイルを心がけて頂きたいとお願いしますし、
いつしか若槻が「ホタルの里」と呼ばれることを願っています。
（長野ホタルの会会長、ほたるサポーターズクラブ会長、

自然環境部会参事　大村道雄）

ホタルウイーク中止にあたりホタルウイーク中止にあたり
改めてホタルウイークの意義について考えましょう改めてホタルウイークの意義について考えましょう


